
News Release

Young Engineers Support Committee, Institution of Professional Engineers, Japan

報道関係各位

【イベント開催報告】

公益社団法人 日本技術士会 青年技術士支援委員会（河野恭彦委員長）は、2月18日（土）に機械振興

会館（東京都港区芝公園3丁目5-8）に於いて30代で独立技術士として開業された落合政彦氏（落合技術

士事務所代表 技術士 電気電子部門）を講師に迎えを「今日から君もコンサルタント！技術経営 入門

編」と題したワークショップを開催し、関東近県を中心に20名を超える45歳以下の技術者が集まり大盛

況で終了しました。
イベント詳細

公益社団法人日本技術士会青年技術士支援委員会とは？

公益社団法人日本技術士会は技術士制度の普及・啓発に取り組んでいる唯一の全国組織です。

当会は、日本技術士会内に設けられた委員会組織で、45歳以下の技術士、技術士補、修習技術者

から構成され、若手技術士に向けた研鑚事業の企画・実施・支援をしています。

青年技術士支援委員会

「今日から君もコンサルタント！技術経営 入門編」

コロナ対策を万全にして対面開催、大盛況で終了！

【本イベントに関するお問い合わせ】

公益社団法人日本技術士会青年技術士支援委員会委員長河野恭彦

委員会広報グループ：岩部然育、高木真人 E-mail :  pr＠peyec.jp ※ 取材の際は左記までお問い合わせください。
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青年技術士支援委員会

集合写真講演の様子 グループワークの様子

前半の講義では、落合講師がこれまで数々勤務されたご経験を元に、事業者側としての立場では「堅

実」「厳格」「前例を踏襲した基本的に忠実」、製造者側では「ルールが厳格」「教育体系が充実」

「投資判断は費用対収支のバランスや安全安定生産への貢献」、事業展開を提案する商社では「正解は

なく最適解を模索する」といった３者のそれぞれの立場を解説頂き、３者の違いを技術に加えて経営と

いう観点から解説頂きました。

後半のグループワークでは、太陽光発電設備や蓄電設備の導入をテーマとして、経営管理・社会環境・

安全管理の視点から個人ワークとグループディスカッションを実施しました。投資、回収、利益、損益

分岐点等の経済的な視点だけでなく、CO2削減効果によるSDGsへの取り組みとしてのメリットや、災害時

の備え（BCP）としての重要性など、数値化しにくい面についても活発に議論を行い、技術的観点から企

業価値を向上させる”技術経営”の理解を深めることができました。

参加者からは「無形資産を技術的に評価・説明することの重要性を感じることが出来た」などという

声が聞かれました。


